
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
各情報に応じて作成され、関連する情報の重要度算出に使用される重み係数を記憶する重
み係数記憶手段と、
情報に関連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出手段と、
情報に関連する操作に応じて、上記重み係数を調整する重み係数調整手段と

報管理装置。
【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】
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を備え、
上記重み係数調整手段は、情報に関連する操作のうち、当該情報を重要視している際に頻
出すると予め推定された第１種の操作の回数を、情報が作成されてからの経過時間で割っ
た値が大きいほど、当該情報の重要度が大きくなるように、上記重み係数を調整すること
を特徴とする情

上記第１種の操作には、情報の表示、情報の情報管理装置外への出力、および、情報の内
容変更のうちの少なくとも１つが含まれていることを特徴とする請求項１記載の情報管理
装置。

上記重み係数調整手段は、上記第１種の操作の操作内容に応じて、上記重み係数の調整量
を変更することを特徴とする請求項１記載の情報管理装置。

各情報に応じて作成され、関連する情報の重要度算出に使用される重み係数を記憶する重
み係数記憶手段と、



、

【請求項５】

【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】

【請求項９】

【請求項１０】

【請求項１１】

【請求項１２】
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情報に関連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出手段と、
情報に関連する操作に応じて、上記重み係数を調整する重み係数調整手段とを備え
上記重み係数調整手段は、情報に関連する操作のうち、当該情報を重要視している際に頻
出すると予め推定された第１種の操作の回数が多いほど、当該情報の重要度が大きくなる
ように、上記重み係数を調整すると共に、
上記重み係数調整手段は、上記第１種の操作の操作内容に応じて、上記重み係数の調整量
を変更することを特徴とする情報管理装置。

上記重み係数調整手段は、再表示が不要な表示操作よりも、再表示を必要とする表示操作
の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整することを特徴
とする請求項３または４記載の情報管理装置。

上記重み係数調整手段は、情報の表示操作よりも、情報の情報管理装置外への出力操作の
方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整することを特徴と
する請求項３または４記載の情報管理装置。

上記重み係数調整手段は、情報の表示操作よりも、情報の内容変更操作の方が、情報の重
要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整することを特徴とする請求項３ま
たは４記載の情報管理装置。

上記重み係数調整手段は、情報の内容変更操作よりも、情報の情報管理装置外への出力操
作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整することを特
徴とする請求項７記載の情報管理装置。

上記重み係数記憶手段は、情報を構成するキーワード毎に設けられたキーワード重み係数
が、上記重み係数として記憶されるキーワード重み係数記憶手段を備え、
上記重要度算出手段は、情報を構成する各キーワードのキーワード重み係数に基づいて、
当該情報の重要度を算出することを特徴とする請求項１～８のいずれか１項記載の情報管
理装置。

上記重み係数記憶手段は、情報の格納単位であるファイル毎に設けられたファイル重み係
数が、上記重み係数として記憶されるファイル重み係数記憶手段を備え、
上記重要度算出手段は、情報を蓄積するファイルのファイル重み係数と、当該情報を構成
するキーワード重み係数とに基づいて、当該情報の重要度を算出することを特徴とする請
求項９記載の情報管理装置。

上記重み係数記憶手段は、情報の格納単位であるファイル毎に設けられたファイル重み係
数が、上記重み係数として記憶されるファイル重み係数記憶手段を備え、
上記重要度算出手段は、情報が蓄積されるファイルのファイル重み係数に基づいて、当該
情報の重要度を算出することを特徴とする請求項１～８記載の情報管理装置。

各情報に応じて作成され、関連する情報の重要度算出に使用される重み係数を記憶する重
み係数記憶手段と、
情報に関連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出手段と、
情報に関連する操作に応じて、上記重み係数を調整する重み係数調整手段とを備え、
上記重み係数記憶手段は、情報を構成するキーワード毎に設けられたキーワード重み係数
が、上記重み係数として記憶されるキーワード重み係数記憶手段を備え、
上記重要度算出手段は、情報を構成する各キーワードのキーワード重み係数に基づいて、
当該情報の重要度を算出すると共に、
さらに、情報の操作部分を特定する部分特定手段を備え、



【請求項１３】

【請求項１４】

【請求項１５】

【請求項１６】

【請求項１７】

【請求項１８】

【請求項１９】

【請求項２０】

【請求項２１】

【請求項２２】
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上記重み係数調整手段は、当該操作部分に含まれるキーワードのキーワード重み係数を調
整することを特徴とする情報管理装置。

上記部分特定手段は、操作部分として、情報の表示部分を特定し、
上記重み係数調整手段は、当該操作部分に、あるキーワードが含まれる場合、当該キーワ
ードが含まれていない場合よりも、当該キーワードの重要度が大きくなるように、キーワ
ード重み係数を調整することを特徴とする請求項１２記載の情報管理装置。

上記重み係数調整手段は、削除された操作部分に、あるキーワードが含まれている場合、
当該キーワードが含まれていない場合よりも、当該キーワードの重要度が小さくなるよう
に、キーワード重み係数を調整することを特徴とする請求項１２記載の情報管理装置。

各情報に応じて作成され、関連する情報の重要度算出に使用される重み係数を記憶する重
み係数記憶手段と、
情報に関連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出手段と、
情報に関連する操作に応じて、上記重み係数を調整する重み係数調整手段とを備え、
上記重み係数記憶手段は、情報を構成するキーワード毎に設けられたキーワード重み係数
が、上記重み係数として記憶されるキーワード重み係数記憶手段を備え、
上記重要度算出手段は、情報を構成する各キーワードのキーワード重み係数に基づいて、
当該情報の重要度を算出すると共に、
さらに、上記重み係数調整手段は、入力された文字列に、あるキーワードが含まれる場合
、当該キーワードが含まれない場合よりも、当該キーワードの重要度が大きくなるように
、キーワード重み係数を調整することを特徴とする情報管理装置。

上記入力文字列の用途を識別する識別手段を備え、
上記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途に応じて、キーワード重み係数の調整量
を変更することを特徴とする請求項１５記載の情報管理装置。

上記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途が情報検索の場合、用途が情報の新規追
加の場合よりも、キーワードの重要度の変動量が大きくなるように、上記キーワード重み
係数を調整することを特徴とする請求項１６記載の情報管理装置。

上記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途が情報の内容修正の場合、用途が情報の
新規追加の場合よりも、キーワードの重要度が大きくなるように、上記キーワード重み係
数を調整することを特徴とする請求項１６記載の情報管理装置。

上記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途が情報検索の場合、用途が情報の内容修
正の場合よりも、キーワードの重要度が大きくなるように、上記キーワード重み係数を調
整することを特徴とする請求項１８記載の情報管理装置。

上記重み係数記憶手段は、情報の格納単位であるファイル毎に設けられたファイル重み係
数が、上記重み係数として記憶されるファイル重み係数記憶手段を備え、
上記重要度算出手段は、情報を蓄積するファイルのファイル重み係数と、当該情報を構成
するキーワード重み係数とに基づいて、当該情報の重要度を算出することを特徴とする請
求項１２～１９のいずれか１項記載の情報管理装置。

情報に関連する操作の履歴を示す履歴情報が格納される履歴情報記憶手段を備え、
上記重み係数調整手段は、履歴情報に基づいて、重み係数を調整することを特徴とする請
求項１～２０のいずれか１項記載の情報管理装置。



【請求項２３】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、使用者に合わせて情報の重要度を変更しながら、様々な情報を管理する情報管
理装置、および、そのプログラムが記録された記録媒体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、例えば、コンピュータなどを用いて、種々の情報を管理することは広く行われ
ている。これらの情報管理装置にて管理される情報量は、例えば、ＣＤ－ＲＯＭなどの大
容量な記録媒体の普及や、情報ネットワークの発達による情報データベースの巨大化など
によって、益々増大する傾向にあり、人手によって整理・管理可能な情報量を越えつつあ
る。それゆえ、近年では、情報管理装置自体による自動整理・管理の技術が提案されてい
る。
【０００３】
例えば、特開平５－２０３６２号公報に記載の情報管理装置は、文書単位で格納されるテ
キストの内容を分析して、それぞれの情報の鍵となる語句（キーワード）を自動的に抽出
すると共に、各キーワードの重要度に基づき、各文書間を自動的に関連付けることによっ
て、各文書を整理している。このように、情報管理装置が支援することによって、使用者
が大量の情報の中から必要な情報を取り出す際の手間を軽減できる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、使用者が感じる重要度は、多くの場合、使用者毎に異なるので、上記従来
の情報管理装置では、各使用者の意思に適合した十分な支援が困難であるという問題を生
じる。
【０００５】
具体的には、上記構成の情報管理装置では、情報の内容から機械的にキーワードを抽出し
て各情報を管理しているため、各情報は、各使用者で共通の観点から分類される。これに
対して、使用者が感じる重要度は、一般に、例えば、使用者の職種や興味など種々の要因
により、使用者毎に異なっている。したがって、情報管理装置の管理する重要度と、当該
情報管理装置の使用者が感じる重要度との間にズレが発生し、上記構成の情報管理装置が
各使用者に応じた重要度で情報を管理することは難しい。この結果、上記情報管理装置で
は、使用者に適合した支援が難しく、使用者が必要な情報を取り出すための手間を十分に
削減しているとは言い難い。
【０００６】
ここで、上記問題点を克服する方法として、各使用者にキーワードの重要度を変更させる
方法が挙げられる。ところが、使用者は、キーワードの重要度を認識する際、通常、他の
キーワードの重要度との大小や比率などを認識しているだけであり、キーワードの重要度
を所望の値に設定することは、使用者にとってさえ困難である。さらに、情報の量が多く
なるに従って、キーワードの量が多くなるので、上記構成では、使用者は、大量のキーワ
ードを管理することになる。したがって、使用者は、情報の重要度管理からは開放される
一方で、新たに、キーワードを管理する必要がある。この結果、必要な情報を取り出すた
めには、依然として、多くの手間を必要であり、使用者の負担となっている。さらに、情
報量の増大に伴って、キーワードを管理しきれなくなる虞れもある。
【０００７】
一方、情報管理装置へ、使用者が感じる重要度を反映させる別の方法として、特開平６－
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上記重み係数調整手段は、操作が行われた時期に応じて、重み係数の調整量を変更するこ
とを特徴とする請求項２１記載の情報管理装置。

請求項１～２２のいずれか１項記載の各手段として、コンピュータを動作させるプログラ
ムが記録された記録媒体。



１３０９２１号公報では、情報管理装置が算出した重要度に基づく表示レイアウトが、使
用者の指示する表示レイアウトに一致するように、表示レイアウト算出時の重み係数を学
習制御する構成が開示されている。ところが、当該構成では、情報管理装置が学習制御に
よって使用者が目標値を指定する必要があるため、一般的な操作には適用できない。
【０００８】
さらに、当該公報に記載の重み係数は、例えば、構造的重要度関数や意味的重要度関数な
ど、重要度算出における基本重要度関数を互いに結合する際のパラメータである。それゆ
え、重み係数の修正は、表示レイアウトを決定する際の方針の修正として反映され、個々
の情報自体の重要度を変更することは難しい。
【０００９】
また、重要度に応じた表示レイアウトで表示することが不可欠なので、表示装置の種類と
、情報管理装置の用途とが限定される。これらの結果、情報管理装置の適用範囲が限定さ
れてしまう。
【００１０】
本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、広い範囲に適用でき
、かつ、使用者に合わせて重要度を変更しながら、情報を管理可能な情報管理装置を提供
することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】

に係る情報管理装置は、上記課題を解決するために、

【００１２】

【００１３】

【００１４】

【００１５】

【００１６】
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本発明 各情報に応じて作成され、関
連する情報の重要度算出に使用される重み係数を記憶する重み係数記憶手段と、情報に関
連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出手段と、情報に関連
する操作に応じて、上記重み係数を調整する重み係数調整手段とを備え、上記重み係数調
整手段は、情報に関連する操作のうち、当該情報を重要視している際に頻出すると予め推
定された第１種の操作の回数を、情報が作成されてからの経過時間で割った値が大きいほ
ど、当該情報の重要度が大きくなるように、上記重み係数を調整することを特徴としてい
る。

また、上記構成に加えて、上記第１種の操作には、情報の表示、情報の情報管理装置外へ
の出力、および、情報の内容変更のうちの少なくとも１つが含まれていてもよい。

さらに、上記重み係数調整手段は、上記第１種の操作の操作内容に応じて、上記重み係数
の調整量を変更してもよい。

また、本発明に係る情報管理装置は、上記課題を解決するために、各情報に応じて作成さ
れ、関連する情報の重要度算出に使用される重み係数を記憶する重み係数記憶手段と、情
報に関連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出手段と、情報
に関連する操作に応じて、上記重み係数を調整する重み係数調整手段とを備え、上記重み
係数調整手段は、情報に関連する操作のうち、当該情報を重要視している際に頻出すると
予め推定された第１種の操作の回数が多いほど、当該情報の重要度が大きくなるように、
上記重み係数を調整すると共に、上記重み係数調整手段は、上記第１種の操作の操作内容
に応じて、上記重み係数の調整量を変更してもよい。

　さらに、上記構成に加えて、上記重み係数調整手段は、再表示が不要な表示操作よりも
、再表示を必要とする表示操作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記
重み係数を調整してもよい。

また、上記構成に加えて、上記重み係数調整手段は、情報の表示操作よりも、情報の情報
管理装置外への出力操作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係
数を調整してもよい。



【００１７】

【００１８】

【００１９】

【００２０】

【００２１】

【００２２】

【００２３】

【００２４】

【００２５】
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さらに、上記構成に加えて、上記重み係数調整手段は、情報の表示操作よりも、情報の内
容変更操作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整して
もよい。

また、上記構成に加えて、上記重み係数調整手段は、情報の内容変更操作よりも、情報の
情報管理装置外への出力操作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重
み係数を調整してもよい。

さらに、上記構成に加えて、上記重み係数記憶手段は、情報を構成するキーワード毎に設
けられたキーワード重み係数が、上記重み係数として記憶されるキーワード重み係数記憶
手段を備え、上記重要度算出手段は、情報を構成する各キーワードのキーワード重み係数
に基づいて、当該情報の重要度を算出してもよい。

また、上記構成に加えて、上記重み係数記憶手段は、情報の格納単位であるファイル毎に
設けられたファイル重み係数が、上記重み係数として記憶されるファイル重み係数記憶手
段を備え、上記重要度算出手段は、情報を蓄積するファイルのファイル重み係数と、当該
情報を構成するキーワード重み係数とに基づいて、当該情報の重要度を算出してもよい。

さらに、上記構成に加えて、上記重み係数記憶手段は、情報の格納単位であるファイル毎
に設けられたファイル重み係数が、上記重み係数として記憶されるファイル重み係数記憶
手段を備え、上記重要度算出手段は、情報が蓄積されるファイルのファイル重み係数に基
づいて、当該情報の重要度を算出してもよい。

また、本発明に係る情報管理装置は、上記課題を解決するために、各情報に応じて作成さ
れ、関連する情報の重要度算出に使用される重み係数を記憶する重み係数記憶手段と、情
報に関連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出手段と、情報
に関連する操作に応じて、上記重み係数を調整する重み係数調整手段とを備え、上記重み
係数記憶手段は、情報を構成するキーワード毎に設けられたキーワード重み係数が、上記
重み係数として記憶されるキーワード重み係数記憶手段を備え、上記重要度算出手段は、
情報を構成する各キーワードのキーワード重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出
すると共に、さらに、情報の操作部分を特定する部分特定手段を備え、上記重み係数調整
手段は、当該操作部分に含まれるキーワードのキーワード重み係数を調整することを特徴
としている。

さらに、上記構成に加えて、上記部分特定手段は、操作部分として、情報の表示部分を特
定し、上記重み係数調整手段は、当該操作部分に、あるキーワードが含まれる場合、当該
キーワードが含まれていない場合よりも、当該キーワードの重要度が大きくなるように、
キーワード重み係数を調整してもよい。

また、上記構成に加えて、上記重み係数調整手段は、削除された操作部分に、あるキーワ
ードが含まれている場合、当該キーワードが含まれていない場合よりも、当該キーワード
の重要度が小さくなるように、キーワード重み係数を調整してもよい。

さらに、本発明に係る情報管理装置は、上記課題を解決するために、各情報に応じて作成
され、関連する情報の重要度算出に使用される重み係数を記憶する重み係数記憶手段と、
情報に関連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出手段と、情
報に関連する操作に応じて、上記重み係数を調整する重み係数調整手段とを備え、上記重
み係数記憶手段は、情報を構成するキーワード毎に設けられたキーワード重み係数が、上
記重み係数として記憶されるキーワード重み係数記憶手段を備え、上記重要度算出手段は



【００２６】

【００２７】

【００２８】

【００２９】

【００３０】

【００３１】

【００３２】

【００３３】
なお、重要度算出手段が情報の重要度算出を終了するまでの間に、重み係数を調整できれ
ば、例えば、重み係数調整手段が重み係数記憶手段に格納された値を更新してもよいし、
重み係数記憶手段から読み出された後で調整してもよい。また、ある情報の重要度を算出
する際、複数の重み係数が使用される場合、重み係数の少なくとも１つを調整すればよい
。また、各操作は、情報全体（ファイル）を操作対象としてもよいし、情報の一部を操作
対象とすることもできる。
【００３４】
上記

構成において、重み係数は、例えば、情報の蓄積単位であるファイ
ル毎、あるいは、情報を構成する単位であるキーワード毎など、各情報に応じて作成され
、重み係数記憶手段に格納される。また、重み係数調整手段は、例えば、表示されている
情報への操作や、情報が蓄積されるファイルへの操作など、情報に関連する操作が行われ
た場合、上記重み係数を調整する。さらに、重要度算出手段は、情報に関連する重み係数
に基づいて、当該情報の重要度を算出する。
【００３５】
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、情報を構成する各キーワードのキーワード重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算
出すると共に、さらに、上記重み係数調整手段は、入力された文字列に、あるキーワード
が含まれる場合、当該キーワードが含まれない場合よりも、当該キーワードの重要度が大
きくなるように、キーワード重み係数を調整することを特徴としている。

また、上記構成に加えて、上記入力文字列の用途を識別する識別手段を備え、上記重み係
数調整手段は、上記入力文字列の用途に応じて、キーワード重み係数の調整量を変更して
もよい。

さらに、上記構成に加えて、上記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途が情報検索
の場合、用途が情報の新規追加の場合よりも、キーワードの重要度の変動量が大きくなる
ように、上記キーワード重み係数を調整してもよい。

また、上記構成に加えて、上記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途が情報の内容
修正の場合、用途が情報の新規追加の場合よりも、キーワードの重要度が大きくなるよう
に、上記キーワード重み係数を調整してもよい。

さらに、上記構成に加えて、上記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途が情報検索
の場合、用途が情報の内容修正の場合よりも、キーワードの重要度が大きくなるように、
上記キーワード重み係数を調整してもよい。

また、上記構成に加えて、上記重み係数記憶手段は、情報の格納単位であるファイル毎に
設けられたファイル重み係数が、上記重み係数として記憶されるファイル重み係数記憶手
段を備え、上記重要度算出手段は、情報を蓄積するファイルのファイル重み係数と、当該
情報を構成するキーワード重み係数とに基づいて、当該情報の重要度を算出してもよい。

さらに、上記構成に加えて、情報に関連する操作の履歴を示す履歴情報が格納される履歴
情報記憶手段を備え、上記重み係数調整手段は、履歴情報に基づいて、重み係数を調整し
てもよい。

また、上記構成に加えて、上記重み係数調整手段は、操作が行われた時期に応じて、重み
係数の調整量を変更してもよい。

各情報に応じて作成され、関連する情報の重要度算出に使用される重み係数を記憶す
る重み係数記憶手段と、情報に関連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出す
る重要度算出手段と、情報に関連する操作に応じて、上記重み係数を調整する重み係数調
整手段とを備えている



上記構成によれば、各情報の重要度は、使用者が特に重要度を指示しなくても、例えば、
操作対象となる情報、ファイルまたはキーワードの分布、あるいは、操作の種類やタイミ
ングなど、使用者の操作傾向に応じて、自動的に調整される。例えば、重み係数の調整方
法として、情報が操作される毎に当該情報の重要度が大きくなるような方法を選択すれば
、操作回数が多い情報ほど、相対的に重要度が大きくなる。これにより、使用者が検索用
のキーワードを管理したり、各情報の重要度を管理しなくても、情報管理装置は、各使用
者に適合した重要度を算出できる。この結果、使用者が必要な情報を探し出すために情報
を整理する際の手間を大幅に削減できる。
【００３６】
また、重み係数は、情報に応じて作成されており、操作の傾向に応じて調整される。この
ように、開放型の学習システムで各情報の重要度が学習されるので、情報の重要度に拘わ
らず、各情報の重み係数を調整できる。したがって、重要度に応じたレイアウトで各情報
を表示すると共に、使用者から指示されたレイアウトに合致するように、システム固有の
重み係数を学習制御する従来技術とは異なり、適用範囲が限定されず、情報に関連する操
作が可能な情報管理装置に広く適用できる。
【００３７】

記情報に関連する操作の履歴を示す履歴情報が格納される履歴情報記憶手段を
備え、上記重み係数調整手段は、履歴情報に基づいて、重み係数を調整す 成では、情
報に関連する操作が行われると、当該操作を示す履歴情報が履歴情報記憶手段に格納され
る。ここで、重み係数調整手段は、履歴情報を参照すれば、例えば、使用者が情報の重要
度算出を指示した時点など、操作時点から時間が経過した時点であっても、重み係数を調
整できる。したがって、重要度算出を指示した時点で、重み係数の調整方法が指定されて
も、当該調整方法で重み係数を調整できる。この結果、情報管理装置は、より柔軟に情報
の重要度を算出できる。
【００３８】
一般に、使用者が感じる重要度は、時間の経過に伴って変化している。したがって、ある
時期に重要と判断され、頻繁に操作された情報であっても、別の時期には、余り重要では
ないと判断されることがある。
【００３９】
上記
成によれば、操作が行われた時期に応じて、重み係数の調整量を変更する。したがって、
特定の時期の操作に起因する重み係数の調整量を、残余の時期での場合とは異なる値に設
定できる。これにより、特定の時期において、使用者が重要と判断していると推測される
情報の重要度を増大させることができる。この結果、使用者が所望の情報を発見する際の
手間をさらに削減できる。
【００４０】
上

構成では、重み係数となるファイル重み係数は、情報の蓄積単位となるファイル
毎に設けられており、情報に関連する操作に応じて調整される。この結果、情報管理装置
は、情報の重要度をファイル単位で増減できる。

【００４１】
ここで、使用者は、情報を操作する際、例えば、当該情報が蓄積されたファイルを開いて
情報を表示するなど、ファイルを操作対象とすることが多い。したがって、情報管理装置
がファイル単位で重要度を増減することで、使用者の操作傾向に適合した重要度を算出で
き、使用者は、必要な情報をより早く発見できる。
【００４２】
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さらに、上
る構

重み係数調整手段は、操作が行われた時期に応じて、重み係数の調整量を変更する構

記重み係数記憶手段は、情報の格納単位であるファイル毎に設けられたファイル重み係
数が、上記重み係数として記憶されるファイル重み係数記憶手段を備え、上記重要度算出
手段は、情報が蓄積されるファイルのファイル重み係数に基づいて、当該情報の重要度を
算出する

なお、重要度算出手段は、ファイル重み
係数に基づいて情報の重要度を算出していれば、後述のキーワード重み係数など、他の重
み係数を併用して、重要度を算出してもよい。



ところで、上記情報としては、文字だけではなく、画像や音声など、種々の形式の情報が
考えられる。この中でも、文字からなる情報のように、意味を持つ単位であるキーワード
から、情報が構成される場合、キーワードに対応する重み係数を設けると効果的である。
【００４３】
すなわち

構成では、重み係数となるキーワード重み係数は、情報を構成す
るキーワード毎に設けられており、当該キーワードを含む情報に関連する操作に応じて調
整される。したがって、ある情報が操作された場合、当該情報中のキーワードを含む他の
情報の重要度が調整される。

【００４４】
ここで、多くのキーワードが共通して含まれる情報は、互いに類似した内容であることが
多く、使用者は、ある情報を重要と判断する場合、当該情報に類似した内容の情報も重要
と判断することが多い。したがって、キーワード重み係数を調整することで、使用者の操
作傾向に適合した重要度を算出でき、使用者は、必要な情報をより早く発見できる。
【００４５】
ところで、重要度算出手段がファイル重み係数のみに基づいて重要度を算出する場合、あ
る情報が操作された場合、当該情報の重要度のみが変化して、他の情報の重要度は変化し
ない。したがって、当該情報に類似した内容を持った情報を検索する際に手間がかかる虞
れがある。一方、キーワード重み係数のみに基づいて重要度を算出する場合、操作された
情報の重要度と、当該情報に類似した内容を持った情報の重要度とが近くなり、操作した
情報を見つけにくくなる虞れがある。
【００４６】
これに対し 記

構成では、重要度算
出手段は、ファイル重み係数とキーワード重み係数とに基づいて重要度を算出する。した
がって、ある情報が操作された場合、当該情報に類似した内容を持った情報の重要度を変
化できると共に、操作された情報の重要度と、上記類似の情報の重要度との差を保つこと
ができる。この結果、直接操作した情報と類似の情報との双方をより早く発見可能な情報
管理装置を実現できる。

【００４７】
また 記重み係数調整手段は、情報の表示時間が長いほど、当該情報の重要度が大きく
なるように、上記重み係数を調整す 成によれば、情報が表示されると、重み係数調整
手段は、表示時間に応じて、重み係数を調整する。この結果、表示時間が長い情報が相対
的に大きな重要度を持つように、重み係数を調整できる。
【００４８】
一般に、使用者が重要と判断する情報は、不要と判断する情報に比べて頻繁に参照され、
より長く表示される。ここで、上記構成では、重み係数が表示時間に応じて調整されるの
で、使用者の操作傾向に適合した重要度を算出でき、使用者は、必要な情報をより早く発
見できる。
【００４９】
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、上記重み係数記憶手段は、情報を構成するキーワード毎に設けられたキーワー
ド重み係数が、上記重み係数として記憶されるキーワード重み係数記憶手段を備え、上記
重要度算出手段は、情報を構成する各キーワードのキーワード重み係数に基づいて、当該
情報の重要度を算出する

なお、キーワード重み係数に基づいて、情報の重要度を算出
していれば、上記ファイル重み係数など、他の重み係数を併用してもよい。

て、上 重み係数記憶手段は、情報の格納単位であるファイル毎に設けられた
ファイル重み係数が、上記重み係数として記憶されるファイル重み係数記憶手段を備え、
上記重要度算出手段は、情報を蓄積するファイルのファイル重み係数と、当該情報を構成
するキーワード重み係数とに基づいて、当該情報の重要度を算出する

なお、情報の重要度算出に、両重み係数が使用されていれば、他
の重み係数を併用してもよい。

、上
る構

なお、表示時間は、例えば、画面に表示されてから表示が終了するまでの時間であっても
よいし、複数のウインドウをオーバーラップして表示可能な表示装置であれば、最も重な
りが上のウインドウ（アクティブウインドウ）で表示される時間を表示時間としてもよい
。また、各重なり状態での表示時間を別に計時すると共に、重なりが上の方が重みが大き



【００５０】
さら 記重み係数調整手段は、情報に関連する操作のうち、当該情報を重要視してい
る際に頻出すると予め推定された第１種の操作の回数が多いほど、当該情報の重要度が大
きくなるように、上記重み係数を調整す 成によれば、例えば、表示に関連する操作、
内容変更に関連する操作、情報の検索に関連する操作、情報管理装置外へ情報を出力する
操作など、使用者が当該情報を重要と判断する際に頻出する操作が行われた場合、当該情
報の重要度が大きくなる。この結果、情報管理装置は、使用者の操作傾向に適合した重要
度を算出でき、使用者は、必要な情報をより早く発見できる。
【００５１】
ここで、使用者は、一般に、最近作成され、頻繁に使用する情報ほど、現時点で重要視し
ていることが多い。上

成では、当該情報を重要と判断する際に頻出する操作が行われた場合、
当該情報の重要度が大きくなる。また、情報が作成されてからの経過時間が増大するほど
、当該情報の重要度は小さくなる。この結果、操作回数が同じ場合であっても、最近作成
された情報の重要度を大きくでき、情報管理装置は、より使用者の感覚に近い重要度を算
出できる。
【００５２】
さらに 記第１種の操作には、情報の表示、情報の情報管理装置外への出力、および、
情報の内容変更のうちの少なくとも１つが含まれてい 成によれば、情報の表示操作、
出力操作、あるいは、内容変更操作が行われた場合、当該情報の重要度が大きくなる。こ
こで、表示操作としては、例えば、表示開始や表示停止、全体表示、部分表示、情報中の
表示部分変更、拡大、縮小、あるいは、表示画面での表示位置変更などが挙げられる。ま
た、出力操作には、例えば、印刷や通信または記録媒体への記録などが含まれる。さらに
、内容変更操作としては、内容の追加、内容の修正、部分複写や部分削除などが存在する
。情報に関連する操作のうちでも、これらの操作は、使用者が当該情報を重要視している
際に頻繁に行われる。この結果、上記第１種の操作として、これらの操作を採用すること
で、情報管理装置は、より使用者の感覚に近い重要度を算出できる。
【００５３】
ところで、上述したように、情報に関連する操作には、様々な種類の操作が存在し、それ
ぞれの種類の操作は、操作頻度や、１回の操作が情報の重要度へ与える影響などが互いに
異なっていることが多い。
【００５４】
例えば、ある文書を編集している場合を例にすると、文字入力は、操作回数が極めて多く
、１回の操作によって、情報の重要度が余り変化しないのに対して、文書を保存する操作
は、使用者が情報の更新が必要と判断した時点で実施されるため、操作回数が比較的少な
いにも拘わらず、情報の重要度が比較的大きく変化する。
【００５５】
したがって、操作に応じて重み係数を調整する際、各種類の操作で一律に調整すると、情
報管理装置が算出する重要度と、使用者が感じる重要度との間にズレが発生する虞れがあ
る。
【００５６】
これに対し 記重み係数調整手段は、上記第１種の操作の操作内容に応じて、上記重
み係数の調整量を変更す 成によれば、重み係数の調整量は、操作の種類に応じて変化
する。この結果、情報が算出する重要度と、使用者が感じる重要度との間のズレを低減で
き、情報管理装置は、より的確に、情報の重要度を算出できる。
【００５７】
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くなるように、それぞれの表示時間へ重なり状態に応じた重みを付けて加算した値を表示
時間としてもよい。

に、上

る構

記重み係数調整手段は、情報に関連する操作のうち、当該情報を重
要視している際に頻出すると予め推定された第１種の操作の回数を、情報が作成されてか
らの経過時間で割った値が大きいほど、当該情報の重要度が大きくなるように、上記重み
係数を調整する構

、上
る構

て、上
る構



ここで、多くの情報を同時に表示したり、大きな情報を表示する場合、画面に必要な情報
全てを同時に表示することは難しい。したがって、複数の情報を重ね合わせて表示したり
、情報の一部だけを表示したりすることが多い。この場合、使用者は、所望の部分を表示
させるために、画面を書き直したり、画面の表示領域から外れた情報をバックスクロール
機能などを利用して再度表示させたりする。この結果、使用者にとって重要な情報ほど、
情報の表示状態が頻繁に変更され、再表示される。
【００５８】
上記

構成によれ
ば、再表示が頻繁に行われる情報ほど、重要度が相対的に高くなる。これにより、情報管
理装置は、より的確に、情報の重要度を算出できる。

【００５９】
ま 記重み係数調整手段は、情報の表示操作よりも、情報の情報管理装置外への出力
操作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整す 成に
よれば、出力操作された情報ほど、重要度が相対的に大きくなる。ここで、使用者は、情
報や情報の一部分を出力する場合、多くの人々に参照させることを意図していることが多
く、当該情報は、情報管理装置内で使用している情報よりも、重要視されている。この結
果、情報管理装置は、より使用者の感覚に近い重要度を算出できる。
【００６０】
一 記重み係数調整手段は、情報の表示操作よりも、情報の内容変更操作の方が、情
報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整す 成によれば、内容が
変更された場合、単に表示している場合よりも、情報の重要度が大きくなる。ここで、使
用者が情報の内容を変更する場合、使用者は、この情報を重要と判断していることが多い
。したがって、内容が変更された情報の重要度を相対的に大きくすることで、情報管理装
置は、より的確に、情報の重要度を算出できる。
【００６１】
さらに 記重み係数調整手段は、情報の内容変更操作よりも、情報の情報管理装置外へ
の出力操作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整す

成によれば、出力された情報、内容が変更された情報、表示された情報の順番で、重要
度が相対的に大きくなる。したがって、情報管理装置は、より的確に重要度を算出できる
。
【００６２】
一方

構成において、第２種の操作が行われると、操作されない
場合よりも、情報の重要度が低下する。ここで、第２種の操作は、使用者が情報を不要と
判断している場合に頻出する操作である。したがって、情報管理装置は、使用者の操作傾
向に適合した重要度を算出でき、使用者は、必要な情報をより早く発見できる。

【００６３】
ところで、操作の対象が情報の一部分の場合、使用者は、情報の中でも操作部分に注意を
払っていることが多い。したがって 報よりも小さな単位に重み係数が対応している場
合には、操作部分に含まれているか否かによって、重み係数の調整量を変更することで、
情報管理装置は、使用者の感覚に近い重要度を算出できる。
【００６４】
具体的には、 報の操作部分を特定する部分特定手段を備え、上記重み係数調整手段
は、当該操作部分に含まれるキーワードのキーワード重み係数を調整す 成によれば、
キーワード重み係数の調整量は、操作部分に含まれているか否かによって変更される。こ
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重み係数調整手段は、再表示が不要な表示操作よりも、再表示を必要とする表示操作
の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整する

なお、再表示を必要とする表示操作
としては、バックスクロール操作や表示位置の変更操作などが挙げられる。

た、上
る構

方、上
る構

、上
る

構

、上記重み係数調整手段は、情報に関連する操作のうち、当該情報が不要な場合に頻
出すると予め推定された第２種の操作が行われた場合、当該情報の重要度が小さくなるよ
うに、上記重み係数を調整する

なお、第
２種の操作としては、例えば、情報が蓄積されたファイルを削除する操作など、情報を削
除する操作が挙げられる。

、情

上記情
る構



れにより、情報管理装置は、使用者の感覚に近い重要度を算出できる。
【００６５】
さらに 記部分特定手段は、操作部分として、情報の表示部分を特定し、上記重み係数
調整手段は、当該操作部分に、あるキーワードが含まれる場合、当該キーワードが含まれ
ていない場合よりも、当該キーワードの重要度が大きくなるように、キーワード重み係数
を調整す 成によれば、キーワードの重要度は、表示部分に含まれる場合の方が大きく
なる。したがって、頻繁に表示されるキーワードほど、重要度が相対的に大きくなる。こ
の結果、情報管理装置は、使用者の感覚に近い重要度を算出できる。
【００６６】
また 記重み係数調整手段は、削除された操作部分に、あるキーワードが含まれている
場合、当該キーワードが含まれていない場合よりも、当該キーワードの重要度が小さくな
るように、キーワード重み係数を調整す 成によれば、キーワードの重要度は、削除部
分に含まれる場合の方が小さくなる。したがって、情報の内容修正の結果、頻繁に削除さ
れるキーワードほど、重要度が相対的に小さくなる。この結果、情報管理装置は、使用者
の感覚に近い重要度を算出できる。
【００６７】
ところで、キーワードは、情報だけではなく、例えば、情報を検索する際の文字列など、
使用者によって入力される文字列にも含まれる。ここで、一般に、使用者は、文字列を入
力する際、使用者自身が重要視する文字列を入力している。したがって、使用者の入力文
字列中に含まれるか否かで、キーワードの重要度の変動量を変更すれば、使用者の感覚に
近い重要度を算出できる。
【００６８】
具体的には 記重み係数調整手段は、入力された文字列に、あるキーワードが含まれる
場合、当該キーワードが含まれない場合よりも、当該キーワードの重要度が大きくなるよ
うに、キーワード重み係数を調整す 成によれば、入力文字列に頻繁に含まれるキーワ
ードほど、重要度が相対的に大きくなる。これにより、情報管理装置は、使用者の感覚に
近い重要度を算出できる。
【００６９】
さら 記入力文字列の用途を識別する識別手段を備え、上記重み係数調整手段は、上
記入力文字列の用途に応じて、キーワード重み係数の調整量を変更す 成によれば、キ
ーワード重み係数の調整量は、入力文字列の用途に応じて変更される。ここで、用途とし
ては、例えば、情報の新規入力、情報の内容修正、検索などが挙げられ、入力文字列の長
さと、入力文字列中のキーワードを使用者が重要視する程度とが異なっていることが多い
。したがって、情報管理装置は、用途に応じて調整量を変更することで、使用者の感覚に
近い重要度を算出できる。
【００７０】
また 記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途が情報検索の場合、用途が情報の
新規追加の場合よりも、キーワードの重要度の変動量が大きくなるように、上記キーワー
ド重み係数を調整す 成によれば、情報検索の際に使用されるキーワードは、新規入力
に使用されるキーワードよりも、重要度が相対的に大きくなる。ここで、情報検索時には
、使用者が特に重要視しているキーワードのみが入力されることが多く、新規入力時には
、使用者が特に重要視しているキーワードだけではなく、当該キーワードに関連するキー
ワードも入力されることが多い。したがって、情報管理装置は、情報検索に使用されるキ
ーワードの重要度を大きくすることで、使用者の感覚に近い重要度を算出できる。
【００７１】
一方 記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途が情報の内容修正の場合、用途が
情報の新規追加の場合よりも、キーワードの重要度が大きくなるように、上記キーワード
重み係数を調整す 成によれば、内容修正に使用されるキーワードは、新規入力に使用
されるキーワードよりも、重要度が相対的に大きくなる。ここで、多くの場合、内容修正
時には、新規入力時に比べて、入力文字列の長さが短く、より重要視されているキーワー
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ドの含有率が高い。したがって、情報管理装置は、内容修正に使用されるキーワードの重
要度を大きくすることで、使用者の感覚に近い重要度を算出できる。
【００７２】
さらに 記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途が情報検索の場合、用途が情報
の内容修正の場合よりも、キーワードの重要度が大きくなるように、上記キーワード重み
係数を調整す 成によれば、情報検索に使用されるキーワードは、内容修正に使用され
るキーワードに比べて、相対的な重要度がさらに大きくなる。ここで、多くの場合、情報
検索時の入力文字列は、内容修正時の入力文字列に比べて、長さが短く、重要視されてい
るキーワードの含有率が高い。したがって、情報管理装置は、情報検索に使用されるキー
ワードの重要度をさらに大きくでき、使用者の感覚に近い重要度を算出できる。
【００７３】
また、 明に係る記録媒体は、上記課題を解決するため

ていることを特徴としている
。
【００７４】
上記構成の当該プログラムがコンピュータで実行されると、 報管理装置と同様に、
重み係数が情報に応じて作成され、操作の傾向に応じて調整される。したがって、各情報
の重要度を管理しなくても、情報管理装置は、各使用者に適合した重要度を算出でき、使
用者が必要な情報を探し出すために情報を整理する際の手間を大幅に削減できる。
【００７５】
また、開放型の学習システムで各情報の重要度が学習されるので、情報の重要度に拘わら
ず、各情報の重み係数を調整できる。したがって、適用範囲が限定されず、情報に関連す
る操作が可能な情報管理装置に広く適用できる。
【００７６】
【発明の実施の形態】
〔第１の実施形態〕
本発明の一実施形態について図１ないし図７に基づいて説明すると以下の通りである。す
なわち、本実施形態に係る情報管理システムは、使用者に合わせて情報の重要度を変更し
ながら、様々な情報を管理するシステムであって、例えば、ある事柄に関する情報を使用
者が必要と感じたときに、例えば、重要度の大きな情報を強調して表示するなどして、当
該情報の発見を助けるために使用されている。
【００７７】
図１に示すように、本実施形態に係る情報管理システム１は、情報Ｄを格納する情報管理
装置２と、情報Ｄを表示する表示装置３と、例えば、キーボードやマウスなど、情報管理
装置２を操作する操作入力装置４と、例えば、ネットワーク５ａやディスク装置５ｂある
いはプリンタ５ｃなど、情報管理装置２の外部と情報Ｄをやり取りする外部入出力装置５
とを備えており、使用者の操作に基づいて、情報管理装置２が算出する重要度Ｘｓを、使
用者が感じる重要度Ｘｕに近づけることができる。
【００７８】
具体的には、上記情報管理装置２は、記憶部１１として、情報Ｄ自体を格納する情報蓄積
部１１ａと、情報Ｄに応じて作成され、情報Ｄの重要度算出用の重み係数Ｐが格納される
重み係数蓄積部１１ｂと、使用者の操作に応じて更新される履歴記憶部１１ｃとを備えて
いる。なお、重み係数蓄積部１１ｂが特許請求の範囲に記載の重み係数記憶手段、ファイ
ル重み係数記憶手段およびキーワード重み係数記憶手段に対応する。また、履歴記憶部１
１ｃが履歴情報記憶手段に対応する。
【００７９】
本実施形態に係る情報蓄積部１１ａは、情報Ｄとして、少なくとも文字列のフィールドを
記憶している。なお、情報Ｄは、例えば、絵や音声など、文字以外のフィールドを含んで
いてもよい。
【００８０】
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本発 に、上記各情報管理装置の各手
段として、コンピュータを動作させるプログラムが記録され

上記情



また、上記重み係数蓄積部１１ｂは、重み係数Ｐとして、各情報Ｄの蓄積単位であるファ
イルＦ毎に設けられたファイル重み係数ＦＰと、各情報Ｄを構成するキーワードＫ毎に設
けられたキーワード重み係数ＫＰとを格納しており、ある情報Ｄ A  の重要度Ｘｓ A  は、当
該情報Ｄ A  が格納されるファイルＦ A  のファイル重み係数ＦＰ A  と、当該情報Ｄ A  を構成
するキーワードＫ A 1…のキーワード重み係数ＫＰ A 1…の合計とを加算して算出される。な
お、以下では、説明の便宜上、情報Ｄの重要度算出に使用されるファイル重み係数ＦＰお
よびキーワード重み係数ＫＰを、当該情報Ｄの重み係数Ｐと称する。
【００８１】
さらに、履歴記憶部１１ｃは、例えば、表示時間や操作回数など、使用者の操作に応じて
、各重み係数Ｐを調整するための情報が記憶されるが、詳細については後述する。
【００８２】
一方、上記各装置３～５を制御するための入出力制御部１２として、表示制御部１２ａ、
入力制御部１２ｂ、および、情報入出力制御部１２ｃが設けられている。また、情報Ｄや
操作を分析するための分析部１３として、表示制御部１２ａの入出力に基づいて、表示装
置３の表示を分析する表示分析部（部分特定手段）１３ａと、操作入力装置４から入力制
御部１２ｂを介して入力される使用者の操作を分析する操作分析部１３ｂと、操作入力装
置４や外部入出力装置５から入力制御部１２ｂや情報入出力制御部１２ｃを介して入力さ
れる情報Ｄを分析して、重み係数Ｐの初期値を算出する情報分析部１３ｃとを備えている
。
【００８３】
また、重要度Ｘｓを算出するための演算部１４として、上記重み係数蓄積部１１ｂに格納
される重み係数Ｐを処理する重み係数処理部（重み係数調整手段）１４ａと、重み係数Ｐ
に基づいて、重要度Ｘｓを算出する重要度計算部（重要度算出手段）１４ｂとを備えてい
る。さらに、上記各部１１～１４を制御する情報制御部（識別手段）１５が設けられてい
る。
【００８４】
上記各部１１～１５は、例えば、コンピュータが所定のプログラムを実行することによっ
て実現される機能モジュールであってもよいし、固有のハードウェアであってもよい。た
だし、機能モジュールとして実現した場合は、上記プログラムが記録された記録媒体を配
付するだけで、情報管理装置２を実現できる。
【００８５】
上記構成において、情報Ｄを入力する際の各部の動作について、図２に基づき説明すると
以下の通りである。すなわち、Ｓ１において、情報管理装置２に情報Ｄが入力されると、
情報管理装置２では、Ｓ２において、各情報Ｄの重要度Ｘｓを算出するための重み係数Ｐ
が生成される。
【００８６】
具体的には、図３に示すように、使用者が情報Ｄを生成する場合、Ｓ１１において、情報
管理装置２の入力制御部１２ｂは、操作入力装置４からの入力が情報Ｄであると判断して
、使用者が生成した情報Ｄを情報分析部１３ｃへ出力する。一方、情報Ｄが外部入出力装
置５から取り込まれる場合、Ｓ１２において、情報管理装置２の情報入出力制御部１２ｃ
は、ネットワーク５ａやディスク装置５ｂなどの外部入出力装置５から、当該情報Ｄを受
け取って、情報分析部１３ｃへ出力する。
【００８７】
いずれの場合であっても、情報分析部１３ｃは、Ｓ１３において、受け取った情報Ｄを、
記憶部１１の情報蓄積部１１ａへ蓄積する。情報Ｄは、テキスト情報からなる領域Ｄ１を
含んでいれば、例えば、図４に示すように、画像など、文字列以外の情報からなる領域Ｄ
２を含んでいてもよい。また、重み係数Ｐの１つとなるファイル重み係数ＦＰが、情報Ｄ
の蓄積単位であるファイルＦに対応して生成され、重み係数蓄積部１１ｂに格納される（
Ｓ１４）。なお、ファイル重み係数ＦＰの初期値は、例えば、操作入力装置４やネットワ
ーク５ａなど、情報Ｄの入手経路によって互いに異なる値に設定してもよいし、一定の値
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としてもよい。
【００８８】
さらに、Ｓ１５において、情報分析部１３ｃは、入力された情報Ｄからテキスト情報を抽
出し、Ｓ１６では、抽出されたテキスト情報から、文字列処理により、キーワードＫを切
り出す。また、情報分析部１３ｃは、Ｓ１７において、例えば、出現頻度や、情報Ｄの中
の出現箇所などによって、各キーワードＫに重み付けを行う。これにより、例えば、以下
の表１に示すように、各キーワードＫの重み係数ＫＰの初期値を算出する。なお、出現頻
度に応じて重み付けが行われる場合、情報蓄積部１１ａに蓄積された他の情報Ｄでの出現
頻度も参照される。
【００８９】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９０】
この結果、情報Ｄの出現頻度が高く、多くの情報Ｄに平均的に出現するキーワードＫは、
出現頻度が低いキーワードＫよりも低い重みが付けられる。また、テキスト情報が構造化
されており、要約あるいは本文などの領域から構成されている場合、要約の領域に含まれ
るキーワードＫは、本文の領域に含まれるキーワードＫよりも高い重みが付けられる。な
お、上記では、キーワード重み係数ＫＰの初期値算出方法の一例として、出現頻度と出現
箇所とに基づく方法を例示したが、これに限るものではなく、種々の方法を採用できる。
【００９１】
一方、図２において、使用者が情報Ｄの重要度算出を指示した場合（Ｓ３にて  YESの場合
）、情報管理装置２は、Ｓ４において、重み係数Ｐに基づいて各情報Ｄの重要度Ｘｓを算
出し、Ｓ５において、例えば、重要度Ｘｓの高い情報Ｄを強調して表示したり、重要度Ｘ
ｓの高い順番に順位付けて表示するなど、情報管理装置２が算出した重要度Ｘｓを使用者
が把握可能なように提示する。これにより、情報管理装置２が重要と判断する情報Ｄほど
、使用者が取得しやすくなる。この結果、情報管理装置２が算出する重要度Ｘｓと使用者
が感じる重要度Ｘｕとのズレが少ないほど、使用者は、少ない手間で所望の情報Ｄを取り
出すことができる。なお、図２に示すＳ４が、特許請求の範囲に記載の重要度算出工程に
対応し、Ｓ７が重み係数調整工程に対応する。
【００９２】
上述したように、本実施形態に係る情報管理装置２では、重み係数Ｐの一例として、情報
Ｄを構成する単位であるキーワード重み係数ＫＰと、情報Ｄの蓄積単位であるファイルＦ
毎に設けられるファイル重み係数ＦＰとが使用されており、情報管理装置２は、上記Ｓ４
において、ある情報Ｄに含まれる各キーワードＫのキーワード重み係数ＫＰの総和と、当
該情報Ｄを格納するファイルＦのファイル重み係数ＦＰとを加算して、当該情報Ｄの重要
度Ｘｓを算出する。
【００９３】
ここで、上記Ｓ２で算出された重み係数Ｐの初期値は、予め定められる算出方法と、Ｓ１
にて入力される情報Ｄとから決定されるので、両者が同一であれば、各情報管理装置２間

10

20

30

40

50

(15) JP 3607093 B2 2005.1.5



で同一である。したがって、これらから算出される情報Ｄの重要度Ｘｓも、各情報管理装
置２間で同一の値となる。一方、使用者が感じる情報Ｄの重要度Ｘｕは、各使用者毎に異
なっているため、重み係数Ｐが初期値のままの状態では、情報管理装置２が提示する情報
Ｄの重要度Ｘｓとの間にズレを生じる。
【００９４】
ところが、本実施形態に係る情報管理装置２は、例えば、情報Ｄの表示や内容変更、ある
いは、検索や出力など、情報Ｄに関連する操作が行われた場合（上記Ｓ６にて  YESの場合
）、上記Ｓ７において、当該情報Ｄの重要度Ｘｓを算出するための重み係数Ｐを調整する
。
【００９５】
これにより、例えば、キーワードの重要度を入力するなど、情報Ｄの重要度Ｘｓを管理す
るための操作が行われていないにも拘わらず、情報管理装置２は、使用者の感じる重要度
Ｘｕへ、自らが算出する重要度Ｘｓを近づけることができる。この結果、使用者は、情報
Ｄの重要度Ｘｓを管理することなく、より少ない手間で所望の情報Ｄを取り出すことがで
きる。
【００９６】
ここで、上記Ｓ７における重み係数Ｐの調整方法としては、例えば、操作の内容や頻度、
操作により情報Ｄが表示される時間など、情報Ｄに関連する操作に応じて調整する方法で
あれば、任意の方法を適用できるが、本実施形態では、調整方法の一例として、表示時間
による重み付けについて説明する。
【００９７】
具体的には、図５に示すように、Ｓ２１において、ある情報Ｄ A  の表示を使用者が指示す
ると、当該指示は、操作分析部１３ｂにて識別され、情報制御部１５へ伝えられる（Ｓ２
２）。情報制御部１５は、Ｓ２３において、当該通知を受け取ると、情報Ｄ A  の画面表示
を行うための指令を作成して、表示制御部１２ａへ発信する。これにより、表示装置３に
は、情報Ｄ A  が表示される。
【００９８】
さらに、Ｓ２４において、情報制御部１５は、表示分析部１３ａへ、情報Ｄ A  の画面表示
が開始されたことを通知し、Ｓ２５において、表示分析部１３ａは、情報Ｄ A  の表示時間
計測を開始する。
【００９９】
一方、Ｓ２６において、使用者が情報Ｄ A  の表示終了を指示すると、当該指示は、操作分
析部１３ｂにて識別され、情報制御部１５へ伝えられる（Ｓ２７）。情報制御部１５は、
Ｓ２８において、情報Ｄ A  の画面表示を終了するための指令を作成して、表示制御部１２
ａへ発信する。これにより、情報Ｄ A  の画面表示は終了する。
【０１００】
さらに、本実施形態に係る情報制御部１５は、Ｓ２９において、情報Ｄ A  の画面表示が終
了されたことを表示分析部１３ａへ通知する。一方、Ｓ３０において、表示分析部１３ａ
は、当該通知に基づいて、情報Ｄ A  の表示時間計測を終了する。
【０１０１】
ここで、履歴記憶部１１ｃには、過去に情報Ｄが表示された時間の総和を示す総表示時間
Ｔが、各情報Ｄに対応して格納されている。表示分析部１３ａは、Ｓ３１において、情報
Ｄ A  の総表示時間Ｔ A  に、今回の表示時間を加算する。この加算結果は、新たな総表示時
間Ｔ A  として、履歴記憶部１１ｃに格納される。なお、例えば、初めて表示された場合な
ど、総表示時間Ｔ A  が履歴記憶部１１ｃに格納されていない場合は、表示分析部１３ａは
、今回の表示時間を新たな総表示時間Ｔ A  として格納する。
【０１０２】
さらに、重み係数処理部１４ａは、Ｓ３２において、履歴記憶部１１ｃに格納された情報
Ｄ A  の総表示時間Ｔ A  を参照して、総表示時間Ｔ A  が長いほど、当該情報Ｄ A  の重要度Ｘ
ｓ A  が大きくなるように、当該情報Ｄ A  の重み係数Ｐ A  を調整する。
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【０１０３】
例えば、以下の表２に示すように、情報Ｄ B  の総表示時間Ｔ B  が、情報Ｄ A  の総表示時間
Ｔ A  の２倍の場合、重み係数処理部１４ａは、情報Ｄ A  の重み係数Ｐ A  の２倍に、情報Ｄ

B  の重み係数Ｐ B  を増加させる。なお、表２では、比較のために、総表示時間Ｔのみが異
なり、例えば、調整前の重み係数Ｐなど、他の条件が同一な情報Ｄ A  ・Ｄ B  ・Ｄ C  を例示
しており、重み係数比は、重み係数Ｐ A  の値を１とした場合の比率である。
【０１０４】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
【０１０５】
本実施形態では、重み係数Ｐとして、ファイル重み係数ＦＰとキーワード重み係数ＫＰと
が使用されているので、情報Ｄ B  が格納されるファイルＦ B  のファイル重み係数ＦＰ B  は
、情報Ｄ A  が格納されるファイルＦ A  のファイル重み係数ＦＰ A  の２倍だけ増加し、情報
Ｄ B  に含まれるキーワードＫ B 1のキーワード重み係数ＫＰ B 1は、情報Ａに含まれるキーワ
ードＫ A 1のキーワード重み係数ＫＰ A 1の２倍だけ増加する。同様に、情報Ｄ C  の重み係数
Ｐ C  は、情報Ｄ A  の重み係数Ｐ A  の１．５倍に増加する。
【０１０６】
上記Ｓ２１～Ｓ３２の処理は、他の情報Ｄでも実施されるので、総表示時間Ｔが長い情報
Ｄほど、重要度Ｘｓが相対的に増大し、総表示時間Ｔが短い情報Ｄほど、重要度Ｘｓが相
対的に低下する。
【０１０７】
一般に、情報管理装置２の使用者は、主として、表示装置３の表示画面に表示された情報
Ｄを見ながら、操作入力装置４を操作している。したがって、使用者が、ある情報Ｄに注
意を払っているほど、当該情報Ｄの表示時間が長くなることが多い。ここで、情報管理装
置２は、情報Ｄの総表示時間Ｔが長いほど、使用者が当該情報Ｄを重要視していると推測
して重み係数Ｐを調整する。この結果、図２に示すＳ２の時点では、使用者の感じる情報
Ｄの重要度Ｘｕと、情報管理装置２が算出する重要度Ｘｓとの間にズレが発生したとして
も、上記Ｓ２１～Ｓ３２（図２に示すＳ３～Ｓ７）の処理を繰り返す毎に、ズレが縮小さ
れる。この結果、情報管理装置２は、各使用者に適合した重要度Ｘｓを提示できる。
【０１０８】
なお、この例では、ファイル重み係数ＦＰとキーワード重み係数ＫＰとの双方を調整して
いるが、一方のみを調整してもよい。ただし、ファイル重み係数ＦＰのみを調整する場合
は、使用者が表示させた情報Ｄ A  の重要度Ｘｓ A  のみが調整される。したがって、他の情
報Ｄ B  の内容が情報Ｄ A  に類似していたとしても、当該情報Ｄ B  の重要度Ｘｓ B  は変化せ
ず、当該情報Ｄ B  の検索に手間や時間がかかる虞れがある。
【０１０９】
一方、キーワード重み係数ＫＰを調整する場合は、使用者が１つの情報Ｄに注目して操作
するだけで、類似の内容を持つ情報Ｄ B  の重要度Ｘｓ B  も上昇する。この結果、使用者が
当該情報Ｄ B  を発見しやすくなる。ところが、キーワード重み係数ＫＰのみを調整する場
合は、両情報Ｄ A  ・Ｄ B  の重要度Ｘｓ A  ・Ｘｓ B  が同様に変化するため、使用者は、直接
指示した情報Ｄ A  を他の情報Ｄ B  から区別しにくくなる。この結果、直接指示した情報Ｄ

A  を検索したい場合には、手間や時間がかかる虞れがある。
【０１１０】
これに対して、本実施形態では、重み係数Ｐとして２つの重み係数ＦＰ・ＫＰを併用し、
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双方を調整している。この結果、直接指示した情報Ｄ A  の検索を妨げることなく、類似の
情報Ｄ B  を発見しやすくできる。
【０１１１】
また、上記の例では、重み係数Ｐの増加率と、総表示時間Ｔとが比例するように重み係数
Ｐを調整したが、これに限るものではない。増加率に代えて、増加幅で調整してもよいし
、他の数式を用いて調整してもよい。総表示時間Ｔのみが異なる場合で比較した場合、総
表示時間Ｔが長くなるに従って、情報Ｄの重要度Ｘｓが大きくなるような調整方法であれ
ば、本実施形態と同様の効果が得られる。
【０１１２】
ただし、情報管理装置２がより使用者の感覚に近い重要度Ｘｓを算出するためには、例え
ば、図６に示すように、総表示時間Ｔに対してＳ字状に変化するように重み係数Ｐを調整
する方が望ましい。この場合は、総表示時間Ｔが少ないうちは、重み係数Ｐが徐々に増加
し、総表示時間Ｔが増大すると、重み係数Ｐの傾きが急峻になる。さらに、重み係数Ｐが
所定の上限値Ｐ L I M  に近づくと、重み係数Ｐは、緩やかに上昇する。これにより、総表示
時間Ｔに起因する重要度Ｘｓの変動を使用者の感覚に近づけることができる。
【０１１３】
また、情報管理装置２が動作を開始してからの時間が長くなると、各情報Ｄの総表示時間
Ｔが長くなり、各情報Ｄの重要度Ｘｓが近づく虞れがある。したがって、ファイルＦある
いはキーワードＫに関連しない表示が続く場合は、図７に示すように、当該ファイルＦあ
るいはキーワードＫの重み係数Ｐ（ＫＰ・ＦＰ）を徐々に減少させる方がよい。これによ
り、時間が経過しても、各情報Ｄの重要度Ｘｓを広い範囲に分散させることができ、使用
者は、所望の情報Ｄを発見しやすくなる。
【０１１４】
なお、上記の例では、履歴記憶部１１ｃへ、情報Ｄの総表示時間Ｔ自体を格納しているが
、これに限るものではない。例えば、各情報Ｄの表示開始を指示した時刻と、各情報Ｄの
表示停止を指示した時刻とを格納して、各情報Ｄの総表示時間を算出してもよい。また、
表示装置３がマルチウィンドウ表示でき、複数の情報Ｄをオーバーラップして表示可能な
場合は、表示時間を測定する際、表示の重なり順位に重みを付けてもよい。いずれの場合
であっても、情報Ｄの表示時間に応じて、当該情報Ｄの重み係数Ｐを調整できれば、本実
施形態と同様の効果が得られる。
【０１１５】
〔第２の実施形態〕
ところで、情報Ｄの総表示時間Ｔのみに基づいて、重み係数Ｐを調整する場合、例えば、
画面の背景的に表示されている情報Ｄの重要度Ｘｓも増加してしまう。また、例えば、使
用者が情報管理装置２から離れている場合など、使用者が当該情報Ｄを注視していない場
合であっても、重要度Ｘｓが増大する虞れがある。
【０１１６】
本実施形態では、重み係数Ｐを調整する際の別の尺度として、図６～図９を参照しながら
、情報Ｄの操作回数について説明する。なお、情報Ｄへの操作には、種々の操作が存在す
るが、以下では、情報Ｄの表示開始指示と表示停止指示とを例にして説明する。この場合
、例えば、使用者の指示や画面表示に関する処理は、図５の処理と同様なので、同じ処理
には同じ参照符号を付して説明を省略する。また、本実施形態および以下の実施形態では
、情報管理装置２の構成は、第１の実施形態と同様で、各部の動作のみが異なっているた
め、図１を参照して説明する。
【０１１７】
すなわち、図８に示すＳ２１～Ｓ２４において、情報管理装置２は、使用者の指示に応じ
て、表示装置３へ情報Ｄ A  を表示し、情報制御部１５は、表示分析部１３ａへ表示開始を
通知する。一方、本実施形態に係る表示分析部１３ａは、Ｓ４１において、履歴記憶部１
１ｃに格納されている情報Ｄ A  の操作回数ｍ A  を１増加させる。
【０１１８】
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また、使用者が表示終了を指示する場合、Ｓ２６～Ｓ２９において、情報管理装置２は、
表示装置３への情報Ｄ A  の表示を停止し、情報制御部１５は、表示分析部１３ａへ表示停
止を通知する。この場合、上記Ｓ４１と同様に、Ｓ４２では、情報Ｄ A  の操作回数ｍ A  を
１増加させる。これにより、履歴記憶部１１ｃには、各情報Ｄの操作回数ｍが格納される
。
【０１１９】
さらに、重み係数処理部１４ａは、Ｓ４３において、履歴記憶部１１ｃに格納された情報
Ｄ A  の操作回数ｍ A  を参照して、操作回数ｍ A  が多いほど、当該情報Ｄ A  の重要度Ｘｓ A  
が大きくなるように、当該情報Ｄ A  の重み係数Ｐ A  を調整する。
【０１２０】
例えば、以下の表３に示すように、情報Ｄ B  の操作回数ｍ B  が、情報Ｄ A  の操作回数ｍ A  
の２倍の場合、重み係数処理部１４ａは、図５に示すＳ３２と同様に、情報Ｄ A  の重み係
数Ｐ A  の２倍だけ、情報Ｄ B  の重み係数Ｐ B  を増加させる。なお、以下の表３では、比較
のために、操作回数ｍ A  のみが異なり、他の条件が同一な情報Ｄ A  ・Ｄ B  ・Ｄ C  を例示し
ている。また、重み係数比は、重み係数Ｐ A  を１とした場合の比率である。
【０１２１】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
【０１２２】
上記Ｓ２１～Ｓ４３の処理は、他の情報Ｄでも実施されるので、操作回数ｍが多い情報Ｄ
ほど、重要度Ｘｓが相対的に増大し、操作回数ｍが少ない情報Ｄほど、重要度Ｘｓが相対
的に低下する。
【０１２３】
ここで、画面に表示されている情報Ｄであっても、使用者が何も操作しない情報Ｄは、頻
繁に操作する情報Ｄに比べて、重要度が低いことが多い。例えば、画面の背景として表示
され、操作されない情報Ｄは、多くの場合、画面の最も前のウィンドウに表示され、頻繁
に操作される情報Ｄに比べて重要度が低い。また、情報Ｄが長時間表示されていても、使
用者が情報管理装置２から離れている場合もある。
【０１２４】
本実施形態に係る情報管理装置２は、情報Ｄの操作回数ｍが多いほど、使用者が当該情報
Ｄを重要視していると推測して、重み係数Ｐを調整する。したがって、使用者が情報管理
装置２から離れている期間の長さに拘わらず、重み係数Ｐを調整できる。なお、操作回数
ｍに応じて重み係数Ｐが調整されるので、第１の実施形態のように、総表示時間Ｔに基づ
く調整と併用した場合であっても、使用者が情報管理装置２から離れている期間に起因す
る重み係数Ｐの変動を相対的に抑制できる。これらの結果、使用者の感じる重要度Ｘｕへ
、情報管理装置２が算出する重要度Ｘｓを近づけることができる。
【０１２５】
なお、上記では、表示開始操作および停止操作を数える場合を例にして説明したが、これ
に限るものではない。使用者にとって当該情報Ｄが重要であると推測された種類の操作を
数えれば、同様の効果が得られる。一例として、例えば、再表示や拡大表示など、表示状
態を変更する種類の操作、例えば、情報Ｄの内容の修正や追加、部分複写あるいは部分削
除など、情報Ｄの内容を変更する種類の操作と、例えば、外部記録媒体への複写や印刷あ
るいは送信など、情報管理装置２外へ出力する種類の操作となどが挙げられる。さらに、
操作の対象としては、表示している情報Ｄ、情報Ｄの一部分、あるいは、情報Ｄを格納す
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るファイルＦなどが挙げられる。例えば、ファイルＦの操作回数を数える場合には、使用
者がファイルＦ A  を使用する度に、当該ファイルＦの操作回数ｍ A  は、１ずつ加算され、
各ファイルＦの操作回数ｍに応じて、ファイルＦに格納された情報Ｄの重み係数Ｐが調整
される。いずれの場合であっても、使用者が当該情報Ｄを重要視している種類の操作は、
予め推測できるので、情報管理装置２は、これらの種類の操作が行われた際、操作回数を
数えて、操作に関連する情報Ｄの重み係数Ｐを調整できる。
【０１２６】
なお、第１の実施形態と同様に、操作回数ｍに応じた重み係数Ｐの調整方法は、増加幅や
増加率、あるいは、比例関係や任意の関数など種々の方法を採用できる。いずれの場合で
あっても、操作回数が多いほど、ある情報Ｄの重要度Ｘｓが上昇するような調整方法であ
れば、本実施形態と同様の効果が得られる。
【０１２７】
ただし、第１の実施形態と同様に、図６に示すように、操作回数ｍに対してＳ字状に変化
するように重み係数Ｐを調整した方が、操作回数ｍに起因する重要度Ｘｓの変動を使用者
の感覚に近づけることができる。また、図７に示すように、ファイルＦやキーワードＫに
関連しない操作が続く場合、当該ファイルＦあるいはキーワードＫの重み係数Ｐ（ＫＰ・
ＦＰ）を徐々に減少させる方が、所望の情報Ｄを発見しやすくなる。
【０１２８】
一方、情報Ｄの削除など、使用者にとって、その情報Ｄが不要と推測される種類の操作が
行われた場合、例えば、図９に示すように、情報管理装置２は、操作回数ｍの増加に伴っ
て、当該情報Ｄの重み係数Ｐを低下させる方がよい。当該種類の操作も予め推測できるの
で、情報管理装置２は、これらの種類の操作が行われた際、何ら支障なく、操作に関連す
る情報Ｄの重み係数Ｐを調整できる。
【０１２９】
〔第３の実施形態〕
ところで、第２の実施形態では、操作回数の数え方の一例として、各操作を同等に数える
場合について説明した。ところが、実際の操作には、例えば、バックスクロール操作など
、使用者が情報Ｄを重要視しているときに頻出する特定種類の操作が存在する。したがっ
て、当該特定種類の操作が行われた場合と、残余の操作が行われた場合とで、同じように
重み係数Ｐを調整すると、情報管理装置２が算出する重要度Ｘｓと使用者が感じる重要度
Ｘｕとの間にズレが発生する虞れがある。
【０１３０】
これに対して、本実施形態では、例えば、上記特定種類の操作を数えるなど、情報Ｄの操
作内容に応じて重み係数Ｐを調整する場合について、図１０～図１３を参照しながら説明
する。なお、以下では、特定操作の一例として、バックスクロール操作など、情報Ｄの中
の同じ部分を再表示させる操作について説明する。
【０１３１】
すなわち、図１０に示すＳ５１において、情報Ｄ A  中の、ある部分Ａ A 1を表示するように
、使用者が指示した場合、情報制御部１５は、Ｓ５２において、使用者の指示に基づいて
、当該部分Ａ A 1を表示するための指令を作成する。表示制御部１２ａは、当該指令に応じ
て、表示装置３の画面上に、例えば、図１１に示すように、情報Ｄ A  のうちの指示された
部分Ａ A 1を表示する。
【０１３２】
さらに、情報制御部１５は、Ｓ５３において、当該部分Ａ A 1の画面表示が開始されたこと
を表示分析部１３ａへ通知する。また、表示分析部１３ａは、Ｓ５４において、当該部分
Ａ A 1を示す部分情報Ｂ A 1が、履歴記憶部１１ｃに格納されているか否かを照合して、当該
部分Ａ A 1が過去に表示されたか否かを判定する。例えば、図１２に示す例では、履歴記憶
部１１ｃに格納されている部分情報Ｂ A 2は、部分Ａ A 2を示しており、現在、表示している
部分Ａ A 1と異なっている。このように、上記部分Ａ A 1を示す部分情報Ｂ A 1が、履歴記憶部
１１ｃに格納されていない場合、表示分析部１３ａは、当該部分Ａ A 1が過去に表示されて
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いないと判定す。この場合、表示分析部１３ａは、部分情報Ｂ A 1を作成して、履歴記憶部
１１ｃに格納する（Ｓ５５）。
【０１３３】
一方、部分Ａ A 1が過去に表示されている場合（上記Ｓ５４にて、  YESの場合）、例えば、
図１３に示すように、現在、表示している部分Ａ A 1を示す部分情報Ｂ A 1は、既に、履歴記
憶部１１ｃに格納されている。この場合、表示分析部１３ａは、使用者が情報Ｄ A  に対し
て再表示操作を行ったと判断し、情報Ｄ A  の再表示操作回数ｄ A  を１増加させる。当該再
表示操作回数ｄ A  は、履歴記憶部１１ｃに格納される（Ｓ５６）。
【０１３４】
さらに、重み係数処理部１４ａは、Ｓ５７において、情報Ｄ A  の再表示操作回数ｄ A  を参
照して、再表示操作回数ｄ A  が多いほど、当該情報Ｄ A  の重要度Ｘｓ A  が大きくなるよう
に、当該情報Ｄ A  の重み係数Ｐ A  を調整する。
【０１３５】
例えば、比較のために、再表示操作回数ｄ A  のみが異なり、他の条件が同一な情報Ｄ A  ・
Ｄ B  を例にして説明すると、情報Ｄ B  の再表示操作回数ｄ B  が、情報Ｄ A  の再表示操作回
数ｄ A  の２倍の場合、重み係数処理部１４ａは、上述の表３と同様に、情報Ｄ A  の重み係
数Ｐ A  の２倍だけ、情報Ｄ B  の重み係数Ｐ B  を増加させる。
【０１３６】
上記Ｓ５１～Ｓ５７の処理は、他の情報Ｄでも実施されるので、再表示操作回数ｄが多い
情報Ｄほど、重要度Ｘｓが相対的に増大し、再表示操作回数ｄが少ない情報Ｄほど、重要
度Ｘｓが相対的に低下する。これにより、情報管理装置２は、使用者の感覚に近い重要度
Ｘｓを算出できる。
【０１３７】
なお、上記では、再表示操作回数ｄを数えたが、これに限るものではない。使用者が情報
Ｄを重要視している場合に頻出する操作であれば、予め定められた特定種類の操作として
他の操作を数えた場合でも同様の効果が得られる。
【０１３８】
さらに、特定種類の操作として、複数の種類の操作を数え、各操作毎に、重み係数Ｐを変
化させてもよい。例えば、上記特定種類の操作として、情報Ｄを表示する操作と、情報Ｄ
の内容を修正する操作と、フロッピーディスクなど、可搬性の記録媒体へ情報Ｄを複写す
る操作と、電子メールなど、当該情報Ｄを通信する操作と、情報Ｄを印刷する操作とをそ
れぞれ数える。さらに、表示操作時の重み係数Ｐの増加割合を１として、修正操作時の重
み係数Ｐの増加割合を１．５、複写操作時の増加割合を２、通信操作時の増加割合を２．
５、印刷操作時の増加割合を３などのように、操作毎の重み係数Ｐの増加割合を変化させ
る。
【０１３９】
一般に、情報Ｄの印刷、通信、複写など、情報管理装置２の外部へ情報Ｄを出力する操作
が行われた場合、使用者は、当該情報Ｄを多くの人々に活用させようとしていることが多
く、情報管理装置２内部で情報Ｄを処理している場合に比べて、使用者が情報Ｄを重要視
していると推測できる。また、使用者は、必要がない限り、情報Ｄの内容を修正しないこ
とが多いので、使用者は、単に表示されている情報Ｄに比べて、内容を修正した情報Ｄの
方を重要視していると推測される。したがって、上述のように、表示操作、修正操作、複
写操作、通信操作、印刷操作の順番で重みを付けて、情報Ｄの重み係数Ｐを調整すれば、
情報管理装置２は、使用者の感覚にさらに近い重要度Ｘｓを算出できる。
【０１４０】
なお、上記では、それぞれの操作回数を別に数える場合を例にして説明したが、これに限
るものではない。例えば、印刷操作を修正操作の３回分と数えるなど、計数の段階で重み
を付けてもよい。操作回数を別にするか否かに拘わらず、上述の特定種類の操作毎に、重
要度Ｘｓの変動幅を変更できれば、本実施形態と同様の効果が得られる。
【０１４１】
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〔第４の実施形態〕
ところで、上記第１ないし第３の実施形態では、操作対象が情報Ｄ全体であるか否かに拘
わらず、情報Ｄ毎に、表示時間や操作回数を数え、情報Ｄの重要度算出に使用される重み
係数Ｐが調整される場合について説明した。これに対して、本実施形態では、操作対象が
情報Ｄの一部分の場合、当該部分に関連する重み係数Ｐを調整する場合について、図１４
および図１５に基づき説明する。なお、情報Ｄの一部分を操作対象とする操作は、種々の
操作が挙げられるが、以下では、部分表示を例にして説明する。
【０１４２】
すなわち、図１４に示すＳ６１において、表示分析部１３ａは、情報Ｄが画面表示される
毎に、例えば、情報制御部１５からの通知などに基づいて、情報Ｄのうち、どの部分Ａが
表示されているかを判定し、重み係数処理部１４ａへ通知する。一方、重み係数処理部１
４ａは、Ｓ６２において、情報分析部１３ｃに依頼して、図１５に示すように、当該部分
Ａに含まれているキーワードを抽出する。さらに、Ｓ６３において、重み係数処理部１４
ａは、例えば、各キーワードＫ毎に操作回数を数え、操作回数に応じて、キーワード重み
係数ＫＰを調整するなどして、当該キーワードＫが部分Ａに含まれていない場合よりも重
要度Ｘｓが大きくなるように、当該キーワードＫのキーワード重み係数ＫＰを調整する。
【０１４３】
なお、キーワード重み係数ＫＰの調整方法は、第２あるいは第３の実施形態と同様に、各
種操作を区別せずに調整してもよいし、操作の種類毎に重みを付けてもよい。また、操作
対象の削除など、使用者が操作対象が不要と推測される操作の場合は、キーワードＫの重
要度Ｘｓが減少するように、キーワード重み係数ＫＰを調整する。
【０１４４】
いずれの場合であっても、情報Ｄの一部分が操作された場合、当該情報Ｄの中の各キーワ
ードＫが操作対象に含まれるか否かによって、キーワードＫのキーワード重み係数ＫＰを
個別に調整できる。したがって、情報管理装置２は、より使用者の感覚に近い重要度Ｘｓ
を算出できる。
【０１４５】
〔第５の実施形態〕
第４の実施形態では、情報Ｄの操作対象に含まれているか否かによって、キーワード重み
係数ＫＰを調整する場合について説明したが、キーワードＫは、情報Ｄのみに含まれるも
のではなく、例えば、検索文字列など、使用者が入力する文字列にも含まれる。本実施形
態では、図１６を参照しながら、入力文字列に応じたキーワード重み係数ＫＰの調整につ
いて説明する。
【０１４６】
すなわち、Ｓ７１において、例えば、検索や情報Ｄの修正などのために、使用者が文字列
を入力すると、情報管理装置２の入力制御部１２ｂは、入力された文字列を情報分析部１
３ｃへ通知する。さらに、情報分析部１３ｃは、Ｓ７２において、入力文字列中に含まれ
ているキーワードＫを抽出する。
【０１４７】
一方、Ｓ７３において、情報制御部１５は、例えば、入力時点における情報管理装置２の
状況（モード）を調査するなどして、当該入力文字列の用途を識別し、重み係数処理部１
４ａへ通知する。さらに、重み係数処理部１４ａは、状況に応じて、各キーワードＫのキ
ーワード重み係数ＫＰを調整する（Ｓ７４）。
【０１４８】
例えば、情報管理装置２がファイルＦを新規作成する状況であった場合、重み係数処理部
１４ａは、キーワード重み係数ＫＰを増加させる割合を１に設定する。これとは逆に、情
報管理装置２が情報Ｄを更新する状況にあった場合、重み係数処理部１４ａは、キーワー
ド重み係数ＫＰを増加させる割合を１．５に設定する。また、情報Ｄを検索する状況の場
合、キーワード重み係数ＫＰは、２の割合で増加する。
【０１４９】
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上記構成によれば、使用者が入力した文字列に含まれるキーワードＫは、当該キーワード
Ｋが入力文字列に含まれない場合よりも、キーワード重み係数ＫＰが大きくなる。さらに
、入力文字列に含まれる場合であっても、キーワードＫのキーワード重み係数ＫＰは、新
規作成、更新、検索の順番で大きくなる。
【０１５０】
一般に、使用者は、文字列を入力する際、使用者自身が重要視する文字列を入力している
。したがって、使用者の入力文字列中に含まれるキーワードＫの重要度を大きくすること
で、情報管理装置２は、使用者の感覚に近い重要度Ｘｓを算出できる。
【０１５１】
さらに、文字列の長さは、新規作成、更新、検索の順番で短くなることが多い。特に、検
索時には、使用者が重要視しているキーワードＫのみが入力されることが多く、新規作成
時には、重要視しているキーワードＫだけではなく、他のキーワードＫも入力される。し
たがって、上述のように、文字列の用途に応じて、キーワード重み係数ＫＰを調整するこ
とで、情報管理装置２は、さらに、使用者の感覚に近い重要度Ｘｓを算出できる。
【０１５２】
〔第６の実施形態〕
ところで、上記第１ないし第５の実施形態では、例えば、総表示時間Ｔや総操作回数ｍ（
ｄ）など、情報Ｄ（ファイルＦ）が生成されてからの操作状況全てに応じて、重み係数Ｐ
を調整する方法（第１の方法）について説明した。この方法によれば、操作回数ｍに応じ
る場合、操作回数ｍが多い情報Ｄほど、重要度Ｘｓが増加するので、情報管理装置２は、
例えば、図１７に示すように、操作回数ｍが異なる情報Ｄについて、互いに異なる重要度
Ｘｓを提示できる。
【０１５３】
ところが、この第１の方法では、例えば、図１８に示すように、１年前に作成されて、そ
の頃にｎ回操作されたファイルＦ A  に格納された情報Ｄ A  の重要度Ｘｓ A  は、最近作成さ
れ、ｎ回操作されたファイルＦ B  に格納された情報Ｄ B  の重要度Ｘｓ B  と同一になってし
まう。
【０１５４】
ここで、一般に最近頻繁に操作された情報Ｄ B  は、かつて頻繁に操作された情報Ｄ A  より
も、現時点での重要度Ｘｓが高いことが多い。したがって、第１の方法で重み係数Ｐを調
整すると、上記両重要度Ｘｓ A  ・Ｘｓ B  の値が近くなり、使用者が情報Ｄ B  を発見しにく
くなる虞れがある。
【０１５５】
これに対して、本実施形態に係る重み係数処理部１４ａは、第２の方法として、ファイル
Ｆが作成されてから現在に至るまでの経過時間Ｒで、総操作回数ｍを割った値（ｍ／Ｒ）
に応じて、重み係数Ｐを変更する。なお、経過時間Ｒは、情報Ｄの属性として格納される
作成日時などから算出できる。
【０１５６】
本実施形態では、重み係数処理部１４ａは、操作回数ｍに代えて、ｍ／Ｒに応じて、重み
係数Ｐを調整する。したがって、経過時間Ｒが長い情報Ｄほど、重み係数Ｐの維持に必要
な操作回数ｍが大きくなり、重要度Ｘｓが相対的に低下する。この結果、情報管理装置２
は、現時点での使用者の感覚にさらに近い重要度Ｘｓを算出できる。
【０１５７】
〔第７の実施形態〕
ところで、第１ないし第６の実施形態では、履歴記憶部１１ｃに格納された総表示時間Ｔ
や操作回数ｍなどが、操作時に更新される場合について説明したが、総表示時間Ｔや操作
回数を求める方法は、これに限るものではない。
【０１５８】
本実施形態では、操作時には、操作時刻などを含む履歴情報Ｈが履歴記憶部１１ｃに格納
され、当該履歴情報Ｈに基づいて、重要度Ｘｓを算出する場合について説明する。なお、
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以下では、説明の便宜上、第２の実施形態において、履歴情報Ｈを格納する場合を例にし
て説明する。
【０１５９】
すなわち、図１９に示すように、Ｓ８１において、使用者が情報Ｄを操作すると、情報制
御部１５は、Ｓ８２において、操作の履歴情報Ｈを格納する。当該履歴情報Ｈには、操作
の時期と、重要度Ｘｓを後で算出する際、必要な情報とが含まれている。例えば、情報Ｄ
へ操作回数に基づいて重要度Ｘｓを算出する場合は、履歴情報Ｈには、操作した日時と、
操作対象となる情報Ｄとが含まれる。
【０１６０】
さらに、重要度Ｘｓを算出する際、重み係数処理部１４ａは、Ｓ８３において、各情報Ｄ
の履歴情報Ｈに基づいて、それぞれの重み係数Ｐを調整し、重要度Ｘｓを算出する。
【０１６１】
ここで、本実施形態では、重み係数処理部１４ａは、履歴記憶部１１ｃに格納された履歴
情報Ｈから、各情報Ｄ A  に関連する履歴情報Ｈをそれぞれ抽出すれば、各情報Ｄの操作回
数ｍを算出できる。したがって、重み係数処理部１４ａは、上記第１の方法および第２の
方法と同様に、操作回数ｍ、あるいは、操作回数ｍを経過時間Ｒで割った値に応じて、各
情報Ｄの重み係数Ｐを調整できる。
【０１６２】
さらに、本実施形態では、履歴情報Ｈが格納されているため、上記第１の方法および第２
の方法に加えて、操作時期に応じて重みを付ける第３の方法を選択できる。
【０１６３】
例えば、最近１か月に１回使用した場合に、重み係数Ｐを増加させる割合を１とした場合
、過去１か月前から２か月前までの期間に１回使用した場合を０．９、２か月前から３か
月前までの期間を０．８のように、操作する時点が、現時点から離れるに従って重みが小
さくなるように重みを付けて、重み係数Ｐを調整する。これにより、図２０に示すように
、経過時間Ｒと操作回数ｍとが同一であっても、より最近に操作された情報Ｄの重要度Ｘ
ｓを相対的に増加できる。この結果、情報管理装置２は、使用者の感覚にさらに適合した
重要度Ｘｓを算出できる。
【０１６４】
ここで、上記では、現時点との差に応じて重みを付ける場合について説明したが、これに
限るものではない。任意の時点との差に応じて、重みを付ければ、当該時点における使用
者の感覚に適合した重要度Ｘｓを算出できる。一般に、使用者が感じる重要度Ｘｕは、常
に一貫している訳ではなく、時間の経過と共に変化することが多い。したがって、使用者
は、ある時点において重要と考えていた情報Ｄに基づいて、情報Ｄを検索することがある
。この場合には、情報管理装置２は、ある時点での使用者の感覚に近い重要度Ｘｓを算出
することが求められる。第３の方法では、履歴情報Ｈを算出することで、任意の時点での
重要度Ｘｓを算出できる。さらに、履歴記憶部１１ｃが履歴情報Ｈを格納しているので、
使用者の要求に応じて、第１の方法～第３の方法のうちの任意の方法を選択できる。した
がって、使用者が所望の情報Ｄを発見する際の手間を大幅に削減できる。
【０１６５】
なお、上記では、履歴情報Ｈとして、第２の実施形態での重要度算出に必要な情報が記憶
されている場合を例にして説明したが、第１ないし第５の実施形態での重要度算出に必要
な情報を記憶すれば、いずれに適用しても、同様の効果が得られる。
【０１６６】
特に、第３の実施形態に適用した場合、重要度算出時点で、特定種類の操作を特定できる
と共に、各種操作間の重み付けを変更できる。例えば、印刷操作の重みを重くすれば、通
信操作された情報Ｄの重要度Ｘｓを大きくできる。したがって、情報管理装置２が重要度
Ｘｓを算出する際の方法を、より柔軟に変化させることができ、使用者が所望の情報Ｄを
発見する際の手間を大幅に削減できる。
【０１６７】
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ところで、履歴情報Ｈを格納する場合は、総表示時間Ｔや操作回数ｍ（ｄ）を格納する場
合に比べて、多くの記憶容量を必要とする。ところが、履歴情報Ｈの格納に必要な記憶容
量は、情報Ｄの格納に必要な記憶容量よりも極めて小さいことが多いので、情報管理装置
２全体の記憶容量は、余り増加しない。
【０１６８】
なお、上記各第１ないし第７の実施形態で説明した重み係数Ｐの調整方法は、任意の組み
合わせで併用できる。この場合は、各種の操作に応じて、重み係数Ｐを調整できるので、
情報管理装置２は、さらに使用者の感覚に近い重要度Ｘｓを算出できる。特に、例えば、
再表示の有無、外部出力の有無など、互いに異なる操作に基づいて、重み係数Ｐを調整す
れば、広く一般の操作に応じて、重み係数Ｐを調整できるので、情報管理装置２は、より
的確に重要度Ｘｓを算出できる。
【０１６９】
また、上記各実施形態では、重み係数Ｐが増大すれば、情報Ｄの重要度Ｘｓが増大する場
合について説明したが、これに限るものではない。例えば、重み係数Ｐが増大した場合、
情報Ｄの重要度Ｘｓが減少する場合など、他の方法で重要度Ｘｓを算出する場合であって
も、上記各実施形態と情報Ｄの重要度Ｘｓが同様に変化するように、重み係数Ｐを調整で
きれば、同様の効果が得られる。
【０１７０】
さらに、上記各実施形態では、情報Ｄに関連する操作が行われた場合、当該情報Ｄの重要
度算出に使用される重み係数Ｐを調整する場合について説明したが、これに限らず、例え
ば、情報Ｄの重要度算出に使用されない重み係数Ｐを調整してもよい。重要度算出に使用
される重み係数Ｐの大きさと、残余の重み係数Ｐの大きさとを、相対的に変更できれば、
同様の効果が得られる。
【０１７１】

【０１７２】
【発明の効果】

明に係る情報管理装置は、以上のように、各情報に応じて作成され、関連する情報の
重要度算出に使用される重み係数を記憶する重み係数記憶手段と、情報に関連する重み係
数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出手段と、情報に関連する操作に応
じて、上記重み係数を調整する重み係数調整手段とを備えている構成である。
【０１７３】
上記構成によれば、重み係数が情報に応じて作成され、操作の傾向に応じて調整される。
したがって、使用者が各情報の重要度を管理しなくても、情報管理装置は、各使用者に適
合した重要度を算出できる。この結果、使用者が必要な情報を探し出すために情報を整理
する際の手間を大幅に削減できるという効果を奏する。また、開放型の学習システムで各
情報の重要度が学習されるので、情報に関連する操作が可能な情報管理装置に広く適用で
きるという効果を奏する。
【０１７４】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報に関連する操作の
履歴を示す履歴情報が格納される履歴情報記憶手段を備え、上記重み係数調整手段は、履
歴情報に基づいて、重み係数を調整する構成である。
【０１７５】
上記構成では、情報に関連する操作が行われると、当該操作を示す履歴情報が履歴情報記
憶手段に格納される。したがって、重要度算出を指示した時点で、重み係数の調整方法が
指定されても、当該調整方法で重み係数を調整でき、情報管理装置は、より柔軟に情報の
重要度を算出できるという効果を奏する。
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また、上記各実施形態に係る記録媒体は、各情報に応じて作成される重み係数のうち、情
報に関連する重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出する重要度算出工程と、情報
に関連する操作に応じて、上記重要度算出工程で使用される重み係数を調整する重み係数
調整工程とを実行するプログラムが記録されていることを特徴としている。
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【０１７６】
明に係る情報管理装置は、以上のように 上記重み係数調整手段

は、操作が行われた時期に応じて、重み係数の調整量を変更する構成である。
【０１７７】
上記構成によれば、特定の時期において、使用者が重要と判断していると推測される情報
の重要度を増大させることができる。この結果、使用者が所望の情報を発見する際の手間
をさらに削減できるという効果を奏する。
【０１７８】

に係る情報管理装置は、以上のように 記重要度算出手段は
、情報が蓄積されるファイルのファイル重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算出す
る構成である。
【０１７９】
上記構成では、重み係数となるファイル重み係数は、情報の蓄積単位となるファイル毎に
設けられており、情報に関連する操作に応じて調整される。この結果、情報管理装置は、
情報の重要度をファイル単位で増減でき、情報検索時の手間を削減できるという効果を奏
する。
【０１８０】

明に係る情報管理装置は、以上のように 上記重要度算出手段は
、情報を構成する各キーワードのキーワード重み係数に基づいて、当該情報の重要度を算
出する構成である。
【０１８１】
上記構成では、ある情報が操作された場合、当該情報中のキーワードが含まれる他の情報
の重要度を調整でき、情報検索時の手間を削減できるという効果を奏する。
【０１８２】

明に係る情報管理装置は、以上のように 上記重要度算出手段は
、情報を蓄積するファイルのファイル重み係数と、当該情報を構成するキーワード重み係
数とに基づいて、当該情報の重要度を算出する構成である。
【０１８３】
上記構成によれば、操作された情報の重要度と、上記類似の情報の重要度との差を保ちな
がら、類似の情報の重要度を調整できる。この結果、直接操作した情報と類似の情報との
双方をより早く発見可能な情報管理装置を実現できるという効果を奏する。
【０１８４】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報の表示時間が長い
ほど、当該情報の重要度が大きくなるように、上記重み係数を調整する構成である。
【０１８５】
上記構成によれば、表示時間が長い情報が相対的に大きな重要度を持つように、重み係数
を調整でき、情報検索時の手間を削減できるという効果を奏する。
【０１８６】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報に関連する操作の
うち、当該情報を重要視している際に頻出すると予め推定された第１種の操作の回数が多
いほど、当該情報の重要度が大きくなるように、上記重み係数を調整する構成である。
【０１８７】
上記構成によれば、使用者が当該情報を重要と判断する際に頻出する操作が行われた場合
、当該情報の重要度が大きくなる。この結果、情報管理装置は、使用者の操作傾向に適合
した重要度を算出でき、情報検索時の手間を削減できるという効果を奏する。
【０１８８】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報に関連する操作の
うち、第１種の操作の回数を経過時間で割った値が大きいほど、当該情報の重要度が大き
くなるように、上記重み係数を調整する構成である。
【０１８９】
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上記構成によれば、操作回数が同じ場合であっても、最近作成された情報の重要度を大き
くできる。この結果、情報管理装置は、より使用者の感覚に近い重要度を算出できるとい
う効果を奏する。
【０１９０】

明に係る情報管理装置は、以上のように 上記第１種の操作には
、情報の表示、情報の情報管理装置外への出力、および、情報の内容変更のうちの少なく
とも１つが含まれている構成である。
【０１９１】
上記構成では、表示、情報管理装置外への出力、あるいは、内容変更が行われた情報ほど
、重要度が相対的に大きくなる。この結果、情報管理装置は、より使用者の感覚に近い重
要度を算出できるという効果を奏する。
【０１９２】

明に係る情報管理装置は、以上のように 上記第１種の操作の操
作内容に応じて、上記重み係数の調整量を変更する構成である。
【０１９３】
上記構成によれば、重み係数の調整量は、操作の種類に応じて変化するため、情報が算出
する重要度と、使用者が感じる重要度との間のズレを低減できる。この結果、情報管理装
置が、より的確な重要度を算出できるという効果を奏する。
【０１９４】

明に係る情報管理装置は、以上のように 再表示を必要とする表
示操作の方が情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数を調整する構成で
ある。
【０１９５】
上記構成によれば、再表示が頻繁に行われる情報ほど、重要度が相対的に高くなる。これ
により、情報管理装置は、より的確に、情報の重要度を算出できるという効果を奏する。
【０１９６】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報の表示操作よりも
、情報の情報管理装置外への出力操作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように
、上記重み係数を調整する構成である。
【０１９７】
上記構成によれば、出力操作された情報ほど、重要度が相対的に大きくなる。この結果、
情報管理装置は、より使用者の感覚に近い重要度を算出できるという効果を奏する。
【０１９８】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報の表示操作よりも
、情報の内容変更操作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるように、上記重み係数
を調整する構成である。
【０１９９】
上記構成によれば、内容が変更された情報の重要度を相対的に大きくできる。この結果、
情報管理装置は、より的確に、情報の重要度を算出できるという効果を奏する。
【０２００】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報の内容変更操作よ
りも、情報の情報管理装置外への出力操作の方が、情報の重要度の変動量が大きくなるよ
うに、上記重み係数を調整する構成である。
【０２０１】
上記構成によれば、出力された情報、内容が変更された情報、表示された情報の順番で、
重要度が相対的に大きくなる。したがって、情報管理装置は、より的確に重要度を算出で
きるという効果を奏する。
【０２０２】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報に関連する操作の
うち、当該情報が不要な場合に頻出すると予め推定された第２種の操作が行われた場合、
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当該情報の重要度が小さくなるように、上記重み係数を調整する構成である。
【０２０３】
上記構成によれば、使用者が情報を不要と判断している場合に頻出する操作が行われると
、情報の重要度が小さくなる。したがって、情報管理装置は、使用者の操作傾向に適合し
た重要度を算出でき、情報検索時の手間を削減できるという効果を奏する。
【０２０４】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報の操作部分を特定
する部分特定手段を備え、上記重み係数調整手段は、当該操作部分に含まれるキーワード
のキーワード重み係数を調整する構成である。
【０２０５】
上記構成によれば、キーワード重み係数の調整量は、操作部分に含まれているか否かによ
って変更される。これにより、情報管理装置は、使用者の感覚に近い重要度を算出できる
という効果を奏する。
【０２０６】

明に係る情報管理装置は、以上のように 情報の表示部分に、あ
るキーワードが含まれる場合、当該キーワードが含まれていない場合よりも、当該キーワ
ードの重要度が大きくなるように、キーワード重み係数を調整する構成である。
【０２０７】
上記構成によれば、頻繁に表示部分に含まれるキーワードほど、重要度が相対的に大きく
なる。この結果、情報管理装置は、使用者の感覚に近い重要度を算出できるという効果を
奏する。
【０２０８】

明に係る情報管理装置は、以上のように 削除された操作部分に
、あるキーワードが含まれている場合、当該キーワードが含まれていない場合よりも、当
該キーワードの重要度が小さくなるように、キーワード重み係数を調整する構成である。
【０２０９】
上記構成によれば、情報の内容修正の結果、頻繁に削除されるキーワードほど、重要度が
相対的に小さくなる。この結果、情報管理装置は、使用者の感覚に近い重要度を算出でき
るという効果を奏する。
【０２１０】

明に係る情報管理装置は、以上のように 入力された文字列に、
あるキーワードが含まれる場合、当該キーワードが含まれない場合よりも、当該キーワー
ドの重要度が大きくなるように、キーワード重み係数を調整する構成である。
【０２１１】
上記構成によれば、入力文字列に頻繁に含まれるキーワードほど、重要度が相対的に大き
くなる。これにより、情報管理装置は、使用者の感覚に近い重要度を算出できるという効
果を奏する。
【０２１２】

明に係る情報管理装置は、以上のように 上記入力文字列の用途
を識別する識別手段を備え、上記重み係数調整手段は、上記入力文字列の用途に応じて、
キーワード重み係数の調整量を変更する構成である。
【０２１３】
上記構成によれば、キーワード重み係数の調整量は、入力文字列の用途に応じて変更され
る。ここで、入力文字列の長さや、入力文字列中のキーワードを使用者が重要視する程度
が、用途毎に異なる場合であっても、使用者の感覚に近い重要度を算出でき、情報検索時
の手間を削減できるという効果を奏する。
【０２１４】

明に係る情報管理装置は、以上のように 上記入力文字列の用途
が情報検索の場合、用途が情報の新規追加の場合よりも、キーワードの重要度の変動量が
大きくなるように、上記キーワード重み係数を調整する構成である。
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【０２１５】
上記構成によれば、情報検索の際に使用されるキーワードの重要度が相対的に大きくなる
。したがって、情報管理装置は、使用者の感覚に近い重要度を算出できるという効果を奏
する。
【０２１６】

明に係る情報管理装置は、以上のように 上記入力文字列の用途
が情報の内容修正の場合、用途が情報の新規追加の場合よりも、キーワードの重要度が大
きくなるように、上記キーワード重み係数を調整する構成である。
【０２１７】
上記構成によれば、内容修正に使用されるキーワードの重要度が相対的に大きくなる。し
たがって、情報管理装置は、使用者の感覚に近い重要度を算出できるという効果を奏する
。
【０２１８】

明に係る情報管理装置は、以上のように 上記入力文字列の用途
が情報検索の場合、用途が情報の内容修正の場合よりも、キーワードの重要度が大きくな
るように、上記キーワード重み係数を調整する構成である。
【０２１９】
上記構成によれば、情報検索に使用されるキーワードは、内容修正に使用されるキーワー
ドに比べて、相対的な重要度がさらに大きくなる。したがって、情報管理装置は、使用者
の感覚に近い重要度を算出できるという効果を奏する。
【０２２０】

明に係る記録媒体は、以上のように、
ている構成である。

【０２２１】
上記構成の当該プログラムがコンピュータで実行されると、 情報管理装置と同様に、
重み係数が情報に応じて作成され、操作の傾向に応じて調整される。また、開放型の学習
システムで各情報の重要度が学習されるので、情報の重要度に拘わらず、各情報の重み係
数を調整できる。したがって、各情報の重要度を管理しなくても、各使用者に適合した重
要度を算出でき、かつ、広い範囲に適用可能な情報管理装置を実現できるという効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を示すものであり、情報管理システムの要部構成を示すブロ
ック図である。
【図２】上記情報管理システムにおいて、情報管理装置の動作の概略を示すフローチャー
トである。
【図３】情報入力時における上記情報管理装置の動作を示すフローチャートである。
【図４】情報入力時における上記情報管理装置の動作を示すものであり、重み係数の算出
方法を示す説明図である。
【図５】総表示時間に応じて重み係数が調整される場合において、上記情報管理装置の動
作を示すフローチャートである。
【図６】上記情報管理システムにおいて、重み係数に関連する表示（操作）が行われた場
合の重み係数の変化を示すグラフである。
【図７】上記情報管理システムにおいて、重み係数に関連しない表示（操作）が続いた場
合の重み係数の変化を示すグラフである。
【図８】本発明の他の実施形態を示すものであり、操作回数に応じて重み係数を調整する
場合における情報管理装置の動作を示すフローチャートである。
【図９】上記情報管理システムにおいて、情報が不要であると推測される操作が行われた
場合の重み係数の変化を示すグラフである。
【図１０】本発明のさらに他の実施形態を示すものであり、操作内容に応じて重み係数を
調整する場合における情報管理装置の動作を示すフローチャートである。
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【図１１】上記情報管理装置の動作を示すものであり、新たな表示部分が指定された場合
を示す説明図である。
【図１２】上記情報管理装置の動作を示すものであり、指定された表示部分が、表示部分
の履歴と一致しない場合を示す説明図である。
【図１３】上記情報管理装置の動作を示すものであり、指定された表示部分が、表示部分
の履歴と一致する場合を示す説明図である。
【図１４】本発明のさらに他の実施形態を示すものであり、表示部分に含まれるキーワー
ドのキーワード重み係数を調整する場合において、情報管理装置の動作を示すフローチャ
ートである。
【図１５】上記情報管理装置の動作を示す説明図である。
【図１６】本発明のさらに他の実施形態を示すものであり、入力文字列に含まれるキーワ
ードのキーワード重み係数を調整する場合において、情報管理装置の動作を示すフローチ
ャートである。
【図１７】情報の作成時点と操作時点との関係を示すものであり、操作回数が異なる場合
を示すタイミングチャートである。
【図１８】情報の作成時点と操作時点との関係を示すものであり、操作回数が同一で、作
成時期が異なる場合を示すタイミングチャートである。
【図１９】本発明のさらに他の実施形態を示すものであり、格納された履歴情報に基づい
て、重み係数を調整する場合において、情報管理装置の動作を示すフローチャートである
。
【図２０】情報の作成時点と操作時点との関係を示すものであり、操作回数と作成時点と
が互いに同一で、操作時点が異なる場合を示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
２　　情報管理装置
１１ｂ　重み係数蓄積部（重み係数記憶手段；ファイル重み係数記憶手段；　　　　　　
　　　　　　　　　　　　キーワード重み係数記憶手段）
１１ｃ　履歴記憶部（履歴情報記憶手段）
１３ａ　表示分析部（部分特定手段）
１４ａ　重み係数処理部（重み係数調整手段）
１４ｂ　重要度計算部（重要度算出手段）
１５　　情報制御部（識別手段）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ８ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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